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D-54 呼吸心拍監視（硬膜外麻酔による手術） 

 

《令和元年 8 月 29 日新規》 

 

○ 取扱い 

 硬膜外麻酔による手術に伴う呼吸心拍監視は認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 硬膜外麻酔による術中・術後において、血圧降下など当然のごとく発生

する副作用や術中・術後の出血に伴って発生する偶発事故の兆候を早期に

発見するには、呼吸心拍監視を用いる。 

 

○ 留意事項 

 手術を伴わない硬膜外麻酔として、硬膜外ブロックでは、偶発事故の発

生は少ないことから、呼吸心拍監視の算定については、「心機能の低下が

あり、神経ブロックによる血圧降下の及ぼす影響が著しく、合併症の危険

性が増す」等の医学的に必要な理由がある場合に限られる。 

 


